
第三次産業における
労働災害発生状況等

令和 ７年  ９ 月 

彦根労働基準監督署



滋賀県の労働災害の推移 （コロナ除く）
（平成２０年～令和６年 全産業）
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休業4日以上の死傷者数の推移

全業種 製造業 建設業 運輸交通業 第三次産業



労働災害発生件数の推移（滋賀局管内
及び彦根署管内・コロナ除く）

244

271

292

327

285

308
320

335

294
309

1359 1354
1342

1403

1376

1408

1439

1503
1518

1498

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

200

300

400

500

600

700

800

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

彦根署（コロナ除く） 滋賀局（コロナ除く）

彦根署管内は減少続かず増加



彦根署管内全業種及び製造業の事故の型別労働災害発生状況
（令和６年・令和７年７月末時点速報値，コロナ除く。）

全業種 墜落・転落 転倒 激突 激突され
はさまれ・巻
き込まれ

切れ・こすれ
動作の反動・
無理な動作

左記以外 合計

R6.1～R6.7 15 24 11 11 23 9 24 19 136
R7.1～R7.7 21 62 5 11 13 7 14 16 149
増減 +6 +38 -6 0 -10 -2 -10 -3 +13

第三次産業 墜落・転落 転倒 激突 激突され
はさまれ・巻
き込まれ

切れ・こすれ
動作の反動・
無理な動作

左記以外 合計

R6.1～R6.7 6 15 7 3 2 1 10 6 50
R7.1～R7.7 8 42 4 3 2 3 7 4 73
増減 +2 +27 -3 0 0 +2 -3 -2 +23

転倒災害が全業種で前年から約２.６倍、労働災害全体の約４割を占めている。
第三次産業に限ると約２．８倍に増加。全災害の半数以上（約５８％）を占める。

脚立やはしごを使用の際の墜落・転落災
害が複数発生し、件数も増加している。

第三次産業以外の業種では、労働災害は減少
している一方で第三次産業では前年の約１．５
倍に増加。その結果、全業種での労働災害は前
年から増加している。









熱中症発生件数の推移

休業4日以上の熱中症発生件数の推移
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数
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死傷者数

うち死亡者数

あらゆる業種で熱中症の対策が進められているが

毎年数件発生している。令和３年、令和４年の死亡

事例は彦根署管内で発生したもの。



熱中症による 死亡災害の多発を踏まえた対策の強化について

職場における
熱中症による死亡災害の傾向

・死亡災害が２年連続で30人レベル。

・熱中症は死亡災害に至る割合が、他の災害の約５～６倍。

・死亡者の約７割は屋外作業であるため、

気候変動の影響により更なる増加の懸念。

ほとんどが

「初期症状の放置・対応の遅れ」

早急に求められる対策

「職場における熱中症予防基本対策要綱」や「STOP! 熱中症

クールワークキャンペーン実施要綱」で実施を求めている事

項、現場で効果を上げている対策を参考に、

現場において

死亡に至らせない（重篤化させない）

ための適切な対策の実施が必要。

熱中症死亡災害（R2-R5）の分析結果

初期症状の
放置・対応の遅れ

100件

その他
3件

100件の内容は以下のとおり

発見の遅れ

（１）

異常時の
対応の不備

（2）

重篤化した
状態で発見

医療機関に
搬送しない等

78件 41件



熱中症を知って、命を守る！
～令和元年度から６年度の彦根署管内の発生状況をふまえて～

10代～60代

0

10

10代 20代 30代 40代 50代 60代

年齢別 熱中症発生…

１．めまい
２．嘔吐（吐き気）
３．頭痛
４．手足のしびれ
５．汗のかき方がおかし
い（ひどい発汗/冷汗/汗
がでない）

熱中症の症状と実際の症状（多い順）

令和３年８月
湿度・温度が非常に高温な空間
で、
機械の異常への対応のため、通
常より長い時間室内に滞在し、
暑さ等で倒れ、死亡。

令和４年７月
工事車両の誘導作業後、自家
用車で休憩していたところ横
たわった状態で発見され、緊
急搬送されたが、１週間後死
亡。

死亡事案 ２件 発症年代

「気分が悪い」
「様子がおかし

い」
↓

我慢せず
ちゅうちょせず
≪すぐに報告≫

※改正点※

報告体制整備・周
知

≪即対応≫
作業離脱
身体冷却

医療機関への搬送

※改正点※
対応手順作成・周

知

終業間際の帰社時に気
分が悪くなったと労働
者から申告があり、社
員の運転で病院に搬送。

現場で気分が悪くなり、車の中で1人で
休憩をしていた（A）。
別の現場作業員（B）がその体調不良者
（A）を見つけ、声をかけた。
気分が悪そうだったので、現場員（C)に
報告した。
現場員（C)は体調不良者（A)を休憩所に
運び、水分補給、体を冷やし、病院に連
れて行った。

重
症
化
を
防
止

で
き
た
事
案

まずは予防が大切！
↓

体調が悪くなってしまったら
すぐに報告※改正点
即対応※改正点

で熱中症の重症化を防止！
※体調不良者を1人にしないこと！

年代にかかわらず熱中症を発症している。

ま
と
め



2025年

6月1日
施行

職場における熱中症対策の強化に関する改正
～事業者に義務付けられる３のこと～

趣 旨 熱中症のおそれのある者の早期発見・重篤化防止

対象作業 WBGT28度以上又は気温31度以上の環境下で
連続1時間以上又は1日4時間を超えて実施が

見込まれる作業

事業者の
３つの

義 務

①報告体制の整備義務 ②対応手順の作成義務

③上記①②の関係作業者への周知義務

要注意！ 体調急変のおそれがあるため体調不良者を1人にしないで！！！

熱中症の自覚症状のある作業者

熱中症のおそれのある作業者の

発見者が

報告するための体制

（熱中症の対応部署や担当者）

をあらかじめ定めること

参考例。実情に応じた作成を！

熱中症のおそれのある者発見
↓
↓

作業離脱、身体冷却
↓
↓

医療機関への搬送 搬送先病院の所在地と連絡先
の事前確認

冷却剤・経口補水液・氷等の
事前確保

事業場内の緊急連絡網の策定

休憩場所の確保



“いつもと違う”と思ったら、熱中症を疑え

【朝礼やミーティングでの周知】 【会議室や休憩所などわかりやすい場所への掲示】 【メールやイントラネットでの通知】

手足がつる

立ちくらみ・めまい

吐き
気

汗のかき方がおかしい

汗が止まらない／汗がでない

イライラしている

フラフラしている

呼びかけに反応しない

ボーッとしている

これも初期症状

あれっ、

何かおかしい

あの人、

ちょっとヘン

何となく体調が悪い

すぐに疲れる

すぐに周囲の人や現場管理者に申し出る

手順や連絡体制の

周知の一例



※これはあくまでも参考例であり、現場の実情にあった内容にしましょう。

熱中症のおそれのある者に対する処置の例 フロー図 1

熱中症のおそれのある者を発見

作業離脱、身体冷却

意識の異常等

自力での水分摂取

救急隊要請

医療機関への搬送 経過観察

回復後の体調急変等により症状が悪化するケースがあるため、

連絡体制や体調急変時等の対応をあらかじめ定めておく。

熱中症が疑われる症状例

【他覚症状】
ふらつき、生あくび、失神、

大量の発汗、痙攣 等

【自覚症状】
めまい、筋肉痛・筋肉の硬直

（こむら返り）、頭痛、不快感、

吐き気、倦怠感、高体温 等

「意識の有無」だけで

判断するのではなく、
① 返事がおかしい

② ぼーっとしている

など、普段と様子がおかしい場合も

異常等ありとして取り扱うことが適

当。

判断に迷う場合は、安易な判断は避

け、 ＃7119等を活用するなど専門機

関や医療機関に相談し専門家の指示

を仰ぐこと。

回復回復

回復しない、症状悪化

（単独作業の場合は常に連絡できる状態を維持する）

異常等な

し

できるできない

医療機関までの搬送の間や経過観察中は、一人にしない。

異常等あ

り

救急安心センター事業（＃7119）
は滋賀県では令和７年10月１日か
ら運用開始予定です。



熱中症のおそれのある者を発見

作業離脱、身体冷却

医療機関への搬送

回復後の体調急変等により症状が悪化するケースがあるため、

連絡体制や体調急変時等の対応をあらかじめ定めておく。

熱中症が疑われる症状例

【他覚症状】
ふらつき、生あくび、失神、

大量の発汗、痙攣 等

【自覚症状】
めまい、筋肉痛・筋肉の硬直

（こむら返り）、頭痛、不快感、

吐き気、倦怠感、高体温 等

① 返事がおかしい

② ぼーっとしている など、

普段と様子がおかしい場合も、熱中

症のおそれありとして取り扱うこと

が

適当。

医療機関への搬送に際しては、必要

に応じて、救急隊を要請すること。

（単独作業の場合は常に連絡できる
状態を維持する）

回復

医療機関までの

搬送の間や経過観察中は、

一人にしない。

救急隊を要請すべきか判断に迷う場

合は、 ＃7119等を活用するなど専門

機関や医療機関に相談し、専門家の

指示を仰ぐことも考えられる。

熱中症のおそれのある者に対する処置の例 フロー図 2

※これはあくまでも参考例であり、現場の実情にあった内容にしましょう。

救急安心センター事業（＃7119）
は滋賀県では令和７年10月１日か
ら運用開始予定です。







彦根署管内全業種及び製造業の事故の型別労働災害発生状況
（令和６年・令和７年７月末時点速報値，コロナ除く。）

全業種 墜落・転落 転倒 激突 激突され
はさまれ・巻
き込まれ

切れ・こすれ
動作の反動・
無理な動作

左記以外 合計

R6.1～R6.7 15 24 11 11 23 9 24 19 136
R7.1～R7.7 21 62 5 11 13 7 14 16 149
増減 +6 +38 -6 0 -10 -2 -10 -3 +13

第三次産業 墜落・転落 転倒 激突 激突され
はさまれ・巻
き込まれ

切れ・こすれ
動作の反動・
無理な動作

左記以外 合計

R6.1～R6.7 6 15 7 3 2 1 10 6 50
R7.1～R7.7 8 42 4 3 2 3 7 4 73
増減 +2 +27 -3 0 0 +2 -3 -2 +23

転倒災害が全業種で前年から約２.６倍、労働災害全体の約４割を占めている。
第三次産業に限ると約２．８倍に増加。全災害の半数以上（約５８％）を占める。

脚立やはしごを使用の際の墜落・転落災
害が複数発生し、件数も増加している。

第三次産業以外の業種では、労働災害は減少
している一方で第三次産業では前年の約１．５
倍に増加しており、その結果、全業種での労働
災害は前年から増加している。



彦根署管内令和７年転倒災害統計
（令和７年７月末時点）
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すべり つまずき 踏み外し もつれ等 その他の転倒

転倒災害 転倒原因別

すべり・つまづきによる
転倒が大部分を占める。



彦根署管内令和７年転倒災害統計
（令和７年７月末時点）

骨折

46人74%

打撲

7人11%

創傷

5人8%

関節の障害

4人 7%

全業種転倒災害 傷病性質

骨折 打撲 創傷 関節の障害
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2週間未満 2週間以上

1か月未満

1か月以上

2か月未満

2か月以上

3か月未満

3か月以上

全業種転倒災害休業見込期間

休業４日以上となる転倒災害では、骨折に至っている
事例が非常に多い。
そして、６割以上が１か月以上の休業を伴う。



彦根署管内令和７年転倒災害統計
（令和７年７月末時点）
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～20代 30代 40代 50代 60代 70代

全業種転倒災害 年代別

男性

27人
女性

35人

全業種転倒災害 男女比

５０代以上の労働者で約８割を占めている。
男女比を確認すると、比較的女性に多い。
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